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T 607・8175京都市山科区大宅山田町 34 京都橘女子大学図書館 田北十生気付

(TeI) 075-574-4118 (Fax) 075-574・4124

大図研京都支部の更なる飛躍をめざして

支部長 篠原俊夫

大図研京都支部の皆様、明けましておめでとうございますε 現実に立ち帰ると、私立大

学は言うにおよ iまず、国公立大学をめぐる環境は一層の厳しさを増す中で、図書舘の現場

に根ざした研究活動を着実に進める大図研の役割が一層求められていると考えますc

今年も 1月 23日(土)に神戸で開催される近畿 4支部の新春合同例会を皮切りに、様

々な研究活動が展開される。 3月 6臼には立命館大学で英米法を講じておられる堀田教授

にお願いして、支部例会を催す予定であり、 f亘例の京都研究集会は収蓄をテーマとして、

新しい切り口からあらためて、検討してみることを考えている -0

今年は大図研創立 30周年にあたるということでは、特に記念すべき年であり、節目と

なる大会は 8月初旬に東京で開催されることがすでに決まっている c

大図研としての 30周年記念行事の内容についても検討をはじめており、関西地区を代

表して、京都支部の井上氏(立命館大学)が検討委員会の一員に加わっている。

京都支部としても独自に、何らかの記念行事的なものの可能性について検討した結果、

できれば創刊以来の京都支部報の復刻を試みてはどうかということになっている。

支部報は会員聞の意志疎通と新しい情報の伝達手段としてこれまで大きな役割を果たし

てきたし、様々の理由で支部活動に参加しにくい会員にはとりわけ大きな意味をもっ。

最近ではほぼ忠実に毎月の発行体制を維持していることもあり、急速にパックナンパー

の通号数も増えつつある。それだけ、借入のレベルでは散逸の機会が増すことにもなり、

支部委員でもすべての号を揃えて所蔵

している人は希であろう。 その意味で I I支部長の年頭所感・・・・・・・・・・・・・・.. . . 1頁

も、一定期間ごとに復刻等の手段で、 |目|支部報復刻版(製本)について・・・・・・・・ 2頁

まとめておくことは意味があると考え大国研京都支部 3月例会のお知らせ・・ 3頁

られる c (次ページへ続く第 5回支部委員会の報告・・・・・・・・・・・・ 4頁

i次!連載小説 (4) リュウ・・・・・・・・・・・・・・ 5頁

数珠つなぎ (34) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6頁

ご意見・ご要望、投稿はメール、又は FAXで

編集気付 (kazuodesu@ma2justnet.ne.jp) 田北まで
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復刻の対象となる支部報のパックナンバーもそろう見込みであり、それに目次等を付し

て発行したいというのが、支部委員会での結論であるが、なにぶんこれまでのパックナン

ノ〈ーを創刊号から復刻ということになれば、かなりの分量となるだけに出版経費が心配さ

れるごしかし、なんとか工面して出版したいという気持ちは強いので、安上がりに出版す

るうまい方法があればお教えいただきたいc

去年一年は、研究集会ばかりで気軽に参加しにくいという支部活動のイメージを転換す

るために、図書館見学等の行事を計画したc 立命館大学の国際平和ミュージアム、京都精

華大学の情報館の見学を企画し、おおむね好評であった ε 今年も極力、図書館の見学や気

軽に参加できる交流を主目的とした集会をいくつか開催したいと考えている。

支部会員の皆様に支部報嬬集長を代弁してお願いしておきたいことがある。支部報の意

義については、先に述べたとおりであるが、問題はあたらしい投稿がたえず寄せられるか

否かということである。支部委員や編集長からの依頼がなくても積極的に支部報に原稿を

寄せていただきたい。原稿は自館の新しい試みについてであっても良いし、図書館活動全

般にわたる事項について、日頃考えている持論の展開であってもよいと思う 3 何より全国

に隠れた愛読者もいる名物企画、数珠つなぎに奮って寄稿していただけたらと思う。

支部報編集のモットーは、面白くて、ためになるというものである c 新しい情報を提供

するとともに、具体的な実践レポートも掲載して自館の業務を見直すうえで参考にするこ

ともできるような記事もバランスよく配するという工夫をしている c さらに少しばかりで

はあるが息抜きのできる読み物も載せたいc ほんの数ページの冊子ではあるが、読み甲斐

のある支部報のあり方について、支部委員会では絶えず議論している z

私個人として考えていることは、海外の図書館事情について継続的に紹介記事を書いて

みることである c ただし、支部委員会にもはかつているわけでもないので、今のところは

海のものとも山のものとも言えず、個人的抱負に止まっている。

以上、とりとめもなく書きすぎてしまったが、支部活動を充実させるための企画に無い

知恵を絞って腐心しているということで、ごj毎容ねがいたいc

(しのはら としお 京都大学総合人間学部図書館)
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支部報復刻版〈製菰)の発刊巴ついて
お知ら也とお顕い
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支部報復刻版は、今年に会員のみなさんに配布できるように作成したいと考えています。
復刻される支部報は創刊号 (Nol) ......No150号とします。

創刊号は、 1978ij三10月 28日に発行されています。以後、 N 0 1 5 0号の発行c1
997年 8月 15日)まで、約 20年が経過しています。

初期の支部報はガリ版刷りです号従って、復刻版は写真製版で当時の支部報の姿そのま
まを復刻したいと思いますe

しかし、 20年の歳月が過ぎ、現物が編集部の手元にあるのは一部ですc 初期のものは、
コピーですc

従って、編集部としては、会員のみなさんが保存されている支部報を、これを機にもう
一度整理していただき、ご寄贈、或いは復刻版作成のために一時貸し出していただきたい
と思います会

次回支部報で、現在編集部で収集している状況表を掲載しますので、欠号及びコピーで
はなく現物を保存の会員のみなさんのご協力をお願いします=

編集部

.ヲ.
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大国研京都支部主催

式農家議f~庫銀星舎の務輝多重f

インターネットの急速な普及、進行するアウトソーシング等々、図番館をめぐる状況は

私たちの予想をはるかにこえて変化しています。大函研京都支部では昨年より例会を再開

していますが、取り上げねばならないテーマには事欠きません。そこで今年最初の例会で

は研究者の立場からみたこれからの図書館を考えてみたいと思います。

年度末で何かとご多忙とは思いますが、ぜひご参加ください。

日時 3月6日(土〉 午後 1時~

会場: 京大会館、 2F 2 1 1号室

参加費: ドリンク付きで 一人 500円

テーマおよび講師

: rアジア太平洋時代と図書館J (笹題) /堀田牧太郎氏

(立命館大学園陸関係学部教授〉

く肉容〈案) > 
1 .アジア太平洋時代とは何か

情報格差と図書館業務

2. アジア太平洋地域と図書館

インターネット、電子メールの活用と図書館情報

3. 有料データベースの活用と図書館業務

学生・院生支援制度との関連で、研究支揮との関連で

4. アジア太平洋を展望した図書館と情報ネットワーク

アジア太平洋大学協会、アジア太平洋大学稼働性 CUMAP)計画、その他

講師略歴 1947年長野県生まれ

1 9 7 1年早稲田大学法学部卒業

1 9 7 6年早稲田大学大学院法学研究科博士後期課程単位取得

1 977年ハーバード大学大学院法学修士課程修了

1 995年アメリカン大学園際関係学部客員教授

1 997年ニュージーランド、ピクトリア大学客員教授

1 998年ハワイ大学法学部客員研究員

現在、立命館大学国際関係学部教授、国際比較法、国際人権法、

国際環境法などを担当

立命館アジア太平洋研究センタ一事務局長、

立命館アジア太平洋研究ジャーナル編集長

_ i _ 
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第 5回京都支部委員会報告 ......:......・・・・・・・..........田・
Z 

E 

1 999年 1月 12日(水)同志社大学クロ)パーハウス(午後 7時"'9時 15分)

出席 : 篠原、中嶋、田北、井上、田北、大館 欠席:竹本、呑海
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-現在の支部会員数 94名(前回から増減なし)

1 998年度会費納入者 7 8名(前回より 8名増)

1 997年度会費未納者 5名

199 6年度会費未納者 1名

[審議事項}

1. 3月例会について

-講師に予定していた安斎育郎氏の都合が悪くなり、代わりに堀田牧太郎氏

(立命館大学)に講演していただくことになった。堀田氏の専門は英米法で

以前 (19 9 1年 11月 9日・ 10日)大図研京都支部主催の大図研大学

「英米法」を講義していただき、好評を博した c

-日時 3月 6日(土 14 00~17 00 会場:京大会館

参加者数を最大 25名と想定して準備する終了後、懇親会を予定

2. 研究集会を含む今後の企画について

-寄居の発注システムについては業者の宣伝の場になることを避けたうえで、

掘り下げた批判的な視点から、どこまでせまれるかニ

-職員論については、国立大と私立大の状況の違いが大きく、文新しい議論の

展開を切り開くことがはたしてどこまでできるかc

・収書論を基軸にこれまで論議してきたさまざまなテーマをからませて考えて

L 、く。

-次回支部委員会で概要を出す。

3. 日園協評議員選挙について

-投票日 平成 11年 1月 14日ロ 25日

・大盛氏、若井氏ともに承諾の意志を確認済み

.投票依頼済み数の確認をおこなった。

-投票締切日までに再度、投票の確認をおこなう。

4. 支部報について

1 ) 1月号について ・数珠つなぎ(京大 白本さん) /3月例会案内

5. 支部報復刻版の発行について

a ・1号から 150号までの支部報の現物を集めたうえで内容をつきあわせる。

. 1 0月末発行をめどに準備する o

-発行部数を 300部とするこ

• 6 .次回支部委員会 1 999年 2月 9日(火)

-4幽
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時間がかかりますので、通帳をお預かりすること
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私は、京大に米て 4年目になりますが、それまで民博から始まり、阪大、兵庫教育大、
京大と流れてきま Lたc 現在、私のおります京都大学原子炉実験所は、京都大学の附置研
究所ですが、場所は大阪一府泉南郡熊取町という関西国際空港の向かいにある官庁にあります。

お恥ずかしい話ですが、ここに来るまで、この実験所のことは全く知ゆませんで Lた。
転勤になりましたと言われた時、「それはどこにあるのですか?J と叫んでおりました包
京都大学は大きな大学のため、日本各地に研窓所・附属研究施設を持っており、南は屋久
島から北は北海道まで点在しております。初めて、ここに来た印象はとにかく広いという
ことでした。大きな運動場、テニスコート 3面、小さいゴルフ場といったものまでありま
した。図書棟(広さ 427m;は入り Uはいってすぐにあります。

三三は、元々は食堂があったのですが、はやらなくて廃業したのを図答室が貰い受けた
とのことでした。ちょうど、私が来る前に移動は終わっており、ラッキーでした。図書室
で図書の移動ほどやっかいなものはありませんので。以前、図書宰ば奥にある研究棟の 3
階にあったそうですが、とにかく狭くて関警のー置き場所に岡っていたようーです。今は、か
なり余裕をもってAI蓄を排架 Lております。ここへ来て早速の仕事ーは‘ il!lにある図書室の
解体作業でした。

元々、熊取町には図書館がなかったため、原子炉実験所が住民サーピスということで広
報用に応用センターという胞設を作ったのですが、その中に町民|旬けの図書室があったの
です。近年、熊取町には立派な図書館が建てちれたため、図書室を開室するごとになり、
図書の処分をしてくれとのととでした。大量の漫画、児童図書なぎがあり、その多くが消
耗品マしたが、困ぞったことに備品の児童図書も千冊くらいありました。もちろーん一般著書も
大量にあります。

まず備品の一般蓄とと-児童童一番を
いつてもらうことにしました。これでかなり減らしてから残った図書を町の焼却場に持っ
ていって焚書しました。情品の児童図書 1000閣の廃棄手続きも大変でした。京都方面
からごごに赴任す{j入は実験所の宿舎に住むのが普通ですが、私の場合は家が高槻市とい
うことで毎日 2時聞かけて通っています。
大阪ーから熊取まではなんとか座れますので、録吾しておいJた英会話のテープをのーんびり

と聞いております。帰りは、のんびりと文庫本を読んで、疲れておれほぐっすりとー寝ます《
通勤尻文庫本は古本屋で 1班 100問ーというコーナーから買い込むーことにしていまーすcr出
版不況Jに貢献しvているのかとも思いますが。今車中では、立原正秋の「春の鐘」を読ん
でいますc 奈良を舞台にした小説で、舞台となった場所を散策しょうかなどと考えていま
す。

趣味はといいますと、ー現在はピアメです。こーれは、文字どお・りの現在でして、過去にギ
ター、フルートなどに手は出したのですが、ギターは爪を伸ぼさないといけないのがいや
でやめました 3 フルートは吹くことはできたのでオが、一正しい審程がだせないのであきら
めまーした。家には花嫁道具として運び込まれたどっrメはあったのでーすが、一役立えずの場所
ふさぎと非難されながら長らく物置として活用されておりましたものを復活させて使って
います。きっかけは、 rDo，p anoJ という雑誌を買ったことからです。これはC
Dがついていて、中身はピアノのカラオケといったものです。 r-5分間でピアノがひげる J
という本も購入したのですが、これにはドレミを表示する色シールがついていて最初の頃
は威力を発揮しました。ピアノのキーは全て統一規格の色っきにしてしまえばいいと思い
ます。そして、色一付きの楽譜があれば、 v 初心者にやさ bいピアノになると確信じます。

又、テニスユ，ートがありますので、週。1阿くらいのテニスも Lていますが、ラリーーを楽診
しむ貴族的友好的非戦的なテニスを目標とんごて強い人は相手ーしま主ん。多叩分、相手になら
ない。くどくどと書いておりますと、 40字 40行の目標に近づいたので、筆を置きます
が、ワープロの場合にはファイルを閉じますというのだろうかc
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